
目撃情報を集めています

の

見かけたら…

オレンジ色の
前歯

細⾧いしっぽ

見かけても
触らないでください

ヌートリア

右記二次元コードのフォームもしくは浜松市HPのフォームから、
目撃情報の提供をお願いします。情報は生態系の保全の
ための計画に活用させていただきます。※生息範囲を把握するために
情報を集めているもので、個別の捕獲依頼に対応するものではありません。
野生生物ですので見かけても触らないでください。
法律により許可なく捕獲、飼育、運搬、放出することなどが
禁止されています。 https://logoform.jp/f/SApoz



特徴

浜松市環境部環境政策課
浜松市中央区鴨江三丁目1-10
Mail:kankyou@city.hamamatsu.shizuoka.jp
TEL:053-453-6149 発行:令和7年1月

ヌートリアは、南米原産の、大型のネズミの仲間です。毛皮の採取に利用するため明治
時代に日本に持ち込まれました。
特定外来生物に指定されており、市内でも頻繁に目撃されています。
基本的には草食で、水辺の近くにある植物を食べます。
泳ぎが非常に得意で、潜水も難なくこなします。水辺に生息し、土手や田畑の岬に
巣穴を掘ります。河川や水路、ため池の近くで見かけられます。
年に２～３回繁殖し、一回当たり５頭程度の子を産むため、ネズミ算式に増えて
いきます。

ヌートリアってどんな動物?

川や水路沿いの田畑にもよく出没し、農作物(イネ・レンコンなど)や家庭菜園などの食害が問題
となっています。
淡水産の貝類や希少な植物への食害例も報告されており、生態系への影響が懸念されています。

生態系や農林水産業、人の生命・身体へ被害を及ぼす又は及ぼすおそれがあると認められ
る外来生物として外来生物法に基づき指定されたもので、飼育・栽培、生きたままの運搬、
輸入、野外への放出、譲渡などが規制されています。
市内では、アライグマやクリハラリス、ヌートリアなどの特定外来生物が確認されています。

成⾧して大きくなった個体は
ネコより大きく見えます。

頭～尾の付け根:40cm～60cm 尾⾧:30cm～40cm

[足跡]

ヌートリアによる被害例

特定外来生物とは

前歯（門歯）は大きくて、
オレンジ色をしています。

かじられたレンコン

目撃情報の
提供はこちら

出典:環境省

https://logoform.jp/f/SApoz


